
自
M
A

せ
し
め
た
o
是
を
以
て
十
六
日
ヰ
六
且
の
法
令
に
‘
一
る
。
話
一
三
年
一
宮
大
宮
司
か
ら
の
建
都
に、
『
此
山

一

カ
ブ
ト
ヤ
マ
兜
山

石
川
術
小
原
の
部
耕
一
附
方

辻
斬
・
'X
札
-
wm
し
文
夜
中
約
聞
に
於
い
て
女
を
州

司
之
悦
は
廿
川副
に
向
絡
有
之
掛
川
、雨
乞
断
裕
之
節
は
‘
此

一
に
あ
る
山
。
高
草
加
問

O
米
。
地
質
第
三
紀
附
。

へ
-辻

'v・
辻
う
た
ひ
・
辻
尺
入
・辻
刷
伐
・
輔
副
紅
白
等

一
山
へ
殺
り
悶
乞
之
新
制
舶
を
い
た
し
、
夫
よ
り
回
初
抱

一

カ
プ
ト
ヤ
マ
甲
山

同
小
中
一
郎
巾
の
海
訟
に
銭
ち
・

を
料
品
じ
、
十
七
年
二
一
且
倣
僻
伎
者
を
刊
抱
へ
た
主
人

一
街
仰
に
鰐
ヶ
捌
と
巾
加
へ
舟
に
て

B
O祈
総
創
刊
叫
0
』

一
一向
さ
六
六
米
七
。
一
ぷ
刷
山・
お
草
山
・
大
山
o
能
殺

は
、
知
行
瓜
泊
以
上
な
れ
ば
銀
子
三
十
枚
、
以
下
辺

一
と
あ
る
o

-
名
跡
志
に
、
『
甲
山
と
て
一
凶
の
名
山
あ
り
。
務
の

減
し
て
知
行
九
円
石
乃
主
川
わ
な
れ
ば
似
子
二
枚
の

一

カ
ブ
ト
ヅ
カ
兜
窓

際
品
加
水
自
の
際
的
に
在

一
日
陥
附
に
、
誠
に
兜
の
鉢
の
如
〈
、
丸
き
こ
と
諸
方
よ

地
怠
金
を
徴
す
べ
〈
、
又
大
髭
を
貯
」
る
能
は
ざ
ら

-
る
古
川
引
で
、

一
に
蹴
山
と
も
聖
4
'

る
o
文
化
の
却
方

一
り
見
る
に
か
は
る
こ
と
な
し
o
諸
木
生
茂
り
て
見
訴

し
め
、
刀
は
附
利
と
も
長
吉
三
尺
七
寸
、
協
掃
は
間
前
訟
に
、
高
さ
六
間
様
、
預
は
年
同
十
聞
に
十

一
聞
な
る
こ
と
、
川
人
類
な
き
名
山
也
。
音
は
阿
貯
良
村
と

じ
く
二
尺
五
サ
な
起
ゆ
べ
か
ら
ず
と
令
し
た
如
き
艇
、
廻

U
九
十
二
一
附
棋
と
す
る
。

い
ひ

L
に
、
此
山
の
形
に
よ
り
今
は
巾
村
と
い
」
。

は
、
静
是
等
の
欧
州
仲
伎
JqH
V
〈
は
そ
の
必
胤
に
感
染
し

カ
ブ
ト
ノ
シ
カ
ハ
シ
甲
の
鹿
橋
間
主
榔
川
中
の
一
絶
頂
に
枇
あ
り
o
則
巾
比
古
の
耐
耐
と
巾
奉
る
o
本

た

も

の

を

戒

め

る

お

で

あ

っ

た

。

入

似

に

架

し

た

一駒
栄
o
能
同
刊
誌
に
、『
川中
は
入
拡
深
〈

一
地
誌
帥
如
来
也
O

榊
主
大
橋
氏
也
O

此
山
の
服
、
奇

カ

プ

ト

甲

臥
京
市
訪
日
間
郷
に
M
附
す
る
郎
許
o

-
し
て
、

隙
訟
を
歩
み
行
時
は
、
阿
伶
良
と
い
ふ
百
九

石
田
間
百
台
〈
し
て
、
風
勾
百
九
誠
に
の
ベ
が
た
し
o』と

大
中
・小
巾・
出
一山附
・
岱
市
・
阿
併
比
の
カ
，
山
山
に
分
か
で
二
十
川
俄
あ
る
べ
し
o
X
人
出
を
防
に
て
神
山
る
時

一
記
す
る
。

れ

て

剛

山

内

仕

す

る

。

は

、

m
M
か
四
川
十
川
な
ら
で
な

L
O
般
に
此
村
な
る

一

カ
ブ
ト
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
甲
山
城

問
主
制
巾
に
在

カ
ブ
ト
イ
ケ
兜
池

出
品
川
百
助
山
中
の
柴
峠
大
池
曹
と
い
」
制
寺
の
隠
m
h
b
z
飽
和
向
、
安
永
年
中

一
っ
て
、
倒
木
出
資
と
し
て
茂
り
、
山
紋
兜
形
を
な
L

の
下
に
あ
る
。
能
税
誌
に
荒

山
越
の
こ
と
を
し
う
に
波
間

L
て
、
人
形
の
左
右
よ
り
右
組
を
脱
出
、
十

一
て
ゐ
る
。
天
正
五
年
上
杉
訴
信
そ
の
阻
特
旧
肥
後
を

て
‘

『
此
所
よ
り
石
助
山
へ
行
く
道
筋
に
兜
抽
出
と
て
引
附
の
航
中
」
架
ら
れ
、
名
を
臨
時
耐
と
脱
す
。
人
保
に

一
置
き
、同
七
年
治
卦
m
m
隆
之
を
攻
陥
し
た
。
越
務
引
三

地
あ
り
。
是
は
般
若
院
時
ひ
疲
れ
、
巾
を
大
地

へ
役

一
架
す
る
脆
は
‘
作
品
凶
に
松
山
川
町
杭
な
ら
で
な
か
り

L
一
州
志
に
、『
此
山
中
に
城
跡
と
呼
ぶ
所
二
所
あ
り
。
一

げ
耐
念
し
て
水
を
乞
ひ
し
跡
の
他
な
む
と
い
ひ
似
へ

一
に
、
r
k
に
今
出
来
せ
し
と
は
行
に
珍
敗
、
奇
特
な
る

一
跡
は
方
五
十
閥
的
、
或
一
百
方
可
=
二
千
五
一
円
歩
。
土

た
り
0
』
と
記
す
る
o

こ
と
な
り
け
り
o』
と
記
す
る
。

一
人
制
=之
叩
城
山
a

在
-
大
叩
之
上
。
又
一
挫
は
問
村

カ
プ
ト
コ
ウ
甲
港

臥
奈
川
川中
の
抑
制
C
あ
る

カ
プ
ト
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
加
夫
刀
比
古
神
社

風

一
樹
な
れ
ど
も
、
二
三
十
川
を
断
て
L
方
可
=
四
千
歩
-

が
、小
叩
の
恕
比
例
附
が
中
央
に
突
出
す
る
そ
以
て
、

荒
川
川
巾
に
銀
座
す
る
o
延
諸
式
制
名
制
限
に
は
能
育
制

一
の
地
あ
り
。
ぉ
際
也
。
土
人
之
を
城
て
耐
と
よ
ぶ
。
父

閉山…附
・小
川
a
聞
の
北
排
出
と
、
小
川
巾
大
巾
聞
の
市
治
と
-
に
列
ぜ
ら
れ
、
式
内
等
笛
位
記
に
、『
加
夫
刀
比
宙
利

一
喝
昌
之
丸
山
-
也
。
』
と
あ
る
が
‘
大
叩
の
上
と
い
ふ
も

に
分
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
岡
地
は
高
桜
東
南
風
を
公

↑
剤
。
式
内
一
一
他
。
諸
橋
郷
巾
村
巾
山
銀
座
。
今
都
品

一
丸
山
と
い
」
も
ん
べ
て
巾
山
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

け
、
お
民
浅
く
し
て
舶
を
止
め
る
を
相
官
ぬ
が
、
北
地

一
阿
八
行
政
明
跡

。
白
保
一
苫
。
此
地
法
絞
首
能
税
制
内
。

一
同
一
の
地
で
あ
ら
う
。
能
官
名
跡
志
に
は
、
『
大
巾

は
尖
M
E
古
阿
白
良
に
待
人
し
、
北
方
に
向
か
う
て

中
古
ぬ

-
M
京
都
二
苫
。
』
と
見
え
る
。
那
界
奨
励
の
設

一
と
い
ふ
街
に
、
城
の
口
問
と
い
ふ
あ
り
。
是
は
平
の
右

大

M
凶
を
お
し
て
ゐ
る
o
併
し
そ
れ
も
今
は
そ
の
入

一
は
附
文
の
一
出
り
で
あ
ら
う
。
祭
紳
は
古
〈
都
怒
我
阿

一
衛
門
と
い
ひ
し
人
の
城
跡
也
。
天
正
年
中
核
城
せ
し

口
に一

一
前
撲
を
架
し
た
の
で
、
船
舶
は
内
に
人
る
こ

-
都
新
年
で
あ
る
と
し
、
今
は
大
穴
待
命
で
あ
る
と
す

一
問
。
』
と
あ
る
。

と
を
斜
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。

一
る
が
、
大
日
本
史
跡
紙
芯
に
は
、
円
山
限
即
応
榊
を
巾

一

カ
プ
メ
イ
ブ
ツ
ド
ウ
イ
シ
ョ
ウ

歌
舞
名
物
同
異

カ
プ
ト
ジ
閉
山
地

臥
…
白
出
掛
日
円
の
内
の
小
苦
。

一
回
目
と
郁
す
る
か
ら
、
本
恥
も
亦
武
羽
腿
耐
で
あ
ら
ね

↑
紗

三
冊
。
正
徳
四
年
竹
川
郎
氏
相
。
一
刊
祭
・伶
禦
・

カ
ブ
ト
ダ
ケ
甲
園
田

l
，F
イ
ニ
チ
ヤ
マ
大
日

一
ば
な
ら
ぬ
と
論
じ
て
m
h
る

。

散

祭

・

m祭
容
の
舞
曲
の
蹴
倒
及
び
沿
革
を
、
和
龍

山。

カ
プ
ト
マ
ツ
リ
兜
祭

の
記
録
に
徴
L
て
述
べ
た
る
も
の
。
上
梓
し
て
行
は

auF4'ト
.7aμ

み外国叫
匹

。

れ

る

。

1" i' 

力
フ剖

mza昨
dmv
a
'
同

m
W
6
m
m
w
L

・9rト
eめ

l
'
タ
タ
ジ

y
eシ
ヤ

事

二
O
ニ

カ
プ
ヨ
セ
株
寄

務
政
時
代
に
、
新
聞
の
川
地

に
し
て
、
そ
の
年
度
を
拠
に
す
る
も
、
位
山口
制
緩
約

L
H
地
似
の
均
し
き
も
の一一砂
防
以
上
に
瓦
弔
問
、

そ
れ
ら
の
刊
を
合
制
し
て
一
節
と
す
る
を
椋
討
と

い
う
た
。

χ
一γ
拘束

一
軒
の
新
聞
な
る
も
、
川
制
隔
臨
す

る
散
地
で
地
味
の
均
L
か
ら
ぬ
時
、
そ
れ
を
分
別
す

る
を
株
分
と
い
ふ
。
抹
中
前
又
は
昧
分
は
、
凶
作
奉
行

の
的
可
を
得
て
行
は
れ
、

一
村
廷
の
如
〈
御
鈎
則
財

界
中
行
の
折
抑
止
ぜ
仰
ぐ
を
裂
し
な
い
。

カ
ブ
ラ
キ
カ
ツ
キ
チ

鏑
木
勝
喜
知

祢
は
氏
忠
。

本
名
民
の
版
。
文
久
二
年
家
中
vm
誼
ぎ
.
中
小
姓
組
に

印刷
し
た
u

人
と
お
む
作
朴
、

符
中
」
川
町
〈

L
紛
ら
附
引

を
修
め
た
υ
明
治
凶
年
十

一
月
什
二一
日
同
諸
と
共
に

般
市
本
多
政
均
の
仇
同
川
町
悌
川
郎
を
討
ち
、
十市年
イ

一
円
月
四
日
臼
裁
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
半
年
一一一
十
二
。

カ
ブ
ラ
キ
シ
ユ
ウ
セ
ツ

築
城
秋
田
骨
石
川
川
松

任
の
人
。
誌
は
朴
、
泌
総
二
郎
。
秋
吋
・心
市
松
碓

は
そ
の
M
M
で
あ
る
。
安
政
中
一
氏
側
の
劉
石
秋
・
冷
芯
父

子
を
附
と
し
て
泌
引
を
修
め
、
父
仰
を
東
山
町刊古川に

m，ひ
、
後
東
京
に
山
で
M
N

二
一
洲
に
就
い
た
o
w帆

1
.

前
川
抑
制
晴
の
宅
後
に
仕

へ
て
悶
泊
そ
栄
け
た
が
、
附問

問
明
の
附
凶
後
筑
間
を
悦

へ
て
椅
州
に
匙

M
L
‘
明
治
一一一

十
九
年
九
H
A
十
日
打
般
に
夜
し
た
。
平
年
六
イ
七
。

討
す
所
、
南
向
指
嬰
・
2
朋
治
活
等
が
あ
る
。

カ
ブ
ラ
キ
ジ
ヨ
ウ
セ
ン

鏑
木
常
事

松
任
本
四
日

寺
の
所
併
に
綴
れ
ば
、
鏑
木
右
衛
門
大
夫
人
泊
出
事

は
初
め
鮎
域
右
衛
門
と
い
う
た
が
、
椛
的
L
て
悩
聞

に
即
日
た
際
、
鏑
木
加
を
裂
う
た
札
口
般
の
お
似
を
討
っ

て
功
が
あ
っ
た
か
ら
、
鏑
木
氏
を
m
m
す
る
こ
と
に
し

た
。
後
加
到
石
川
榔
同
見
村
に
紗
っ
た
州
、
本
将
帝

京
一
需
は
そ
の
女
を
綜
せ
し
め
、
松
任
に
械
郎
を
修
め

て
m
H
ら
し
め
た
と
し
て
陪
ろ
。

ム

B
7
ラ
キ
ト
9
官
ン
踊
本
量
喜


